葉 は 宮中の 言葉であった。 

芳 一は 気楽に している ようにと 云われ、 座蒲団が 自 

分の ために 備えられて いるの を 知った。 それで その上 

に 座 を 取って、 琵琶の 調子 を 合わせる と、 女の 声が I 

I その 女 を芳ー は 老女すな わち 女の する 用向き を 取り 

締る 女中 頭 だと 判じた —— 芳 一 に 向って こう 言い かけ 

た —— 

『ただ今、 琵琶に 合わせて、 平家の 物語 を 語って いた 

だきたい という 御所 望に 御座います』 

さて それ をす つかり 語る のに は 幾晚も かかる、 それ 

故芳 一 は 進んで こう 訊ねた —— 



『物語の 全部 は、 ちょっと は 語られ ませぬ が、 どの 

くさ リ 

条下を 語れと いう 殿様の 御所 望で 御座いま すか？』 

女の 声 は 答えた —— 

いくさ ひとくさり 

『壇ノ 浦の 戦 の 話 をお 語りな され —— その 一 条 下が 

一 番 哀れの 深い 処で 御座いま すから』 

芳 一は 声 を 張り上げ、 烈しい 海戦の 歌 をうた つた I 

I 琵琶 を 以て、 あるいは 橈 を 引き、 船 を 進める 音 を 出 

さした リ、 はッ しと 飛ぶ 矢の 音、 人々 の 叫ぶ 声、 足 踏 

みの 音、 兜に あたる 刃の 響き、 海に 陥る 打 たれた もの 

音 等 を、 驚く ばかりに 出さした りして。 その 演奏の 途 

切れ 途切れに、 芳 一は 自分の 左右に、 賞讃の 囁く 声 を 



れ たくらい であった。 しばらくの 間 はむ せび 悲しむ 声 

が 続いた。 しかし、 おもむろに 哀哭の 声 は 消えて、 ま 

た それに 続いた 非常な 静か さの 内に、 芳 一は 老女で あ 

ると 考えた 女の 声 を 聞いた。 

その 女 はこう 云った —— 

『私共 は 貴方が 琵琶の 名人で あ つ て、 また 謡う 方で も 

肩 を 並べ る ものの ない 事 は 聞き及ん でいた 事で は 御座 

いますが、 貴方が 今晚御 聴かせ 下す つたよう な あんな 

お 腕前 をお 有ち になろうと は 思い も 致しませんでした _ 

殿様に は 大層 御 気に 召し、 貴方に 十分な 御礼 を 下さる 

御 考えで ある 由 を 御 伝え 申す ようにとの 事に 御座いま 



す。 が、 これから 後 六日の 間毎晚 一度ず つ 殿様の 御前 

で 演奏 をお 聞きに 入れる ようとの 御意に 御座います I 

I その上で 殿様に はた ぶん 御帰りの 旅に 上られる 事と 

存じます。 それ 故 明晚も 同じ 時刻に、 ここへ 御 出向き 

なされ ませ。 今夜、 貴方 を 御 案内いた した あの 家来が、 

また、 御 迎えに 参る で 御座いましよう …… それから も 

一 つ 貴方に 御 伝えす るよう に 申しつ けられた 事が 御座 

います。 それ は 殿様が この 赤間ケ 関に 御 滞在中、 貴方 

が この 御殿に 御上り になる 事 を 誰れ にも 御 話しに なら 

ぬようと の 御所 望に 御座います。 殿様に は 御 忍びの 御 

旅行 ゆえ、 かような 事 はいつ さい 口外 致さぬ ようにと 



『これ はどうした 事 か …… お前、 怪我 をした のか』 …… 

住職の 声 を 聞いて 盲人 は 安心した。 芳 一は 急に 泣き 

出した。 そして、 涙ながら に その 夜の 事件 を 物語った。 

『可哀 そうに、 可哀 そうに 芳 一 ！』 と 住職 は 叫んだ —— 

『みな 私の 手落ち だ 酷い 私の 手落ち だ— …… お 

前の 身体 中く まなく 経文 を 書いた に —— 耳 だけが 残つ 

ていた！ そこへ 経文 を 書く 事 は 納所に 任した の だ。 

ところで 納所が 相違な くそれ を 書いた か、 それ を 確か 

めて おかなかった の は、 じゅうじゅう 私が 悪る かつ 

た— いや、 どうも それ はもう 致し方の ない 事 だ I 

I 出来るだけ 早く、 その 傷 を 治す より 仕方がない …… 



底本 " 「小 泉 八 雲 全集 第八卷 家庭 版」 第 一 書房 

1937 (昭和に) 年 ー 月^日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「敢 て丄 あえて 遊ぶ 丄 あそぶ 或る 丄 ある 或丄ぁ 

るい 如何にも 丄 いかにも 何れ 丄 いずれ 一 切丄 

いっさい 一層 i いっそう 未だ 嘗て i いまだ かって 

徐ろに 丄 おもむろに 折折 ふお りおり 且つ ふかつ 

斯様 ふかよう 位 ふくらい 悉く ふこと ごとく 此処 



丄 ここ 此丄 この 然るに ふし かるに 暫く ふし ばら 

く 重重— じゅうじゅう 悉皆— すっかり 則ち— す 

わなち 是非 ふ ぜひ 其処 ふそ こ 其 ふその 沢山 丄 

たくさん 只丄 ただ 忽ち ふたち まち 度度 丄 たびた 

び 多分 i たぶん 為め— ため 丁度 i ちょうど 一 

寸丄 ちょっと 就いて ふついて て 戴く ふていた だく 

て 居る ふている. てお る て 置く ふて おく て 見る ふ 

てみ る 何処 丄 どこ 処で丄 ところで 何誰丄 どなた 

兎に角 ふとに かく 何の 丄 どの 中中 ふなかな か 幷 

びに i ならびに に 連れて i につれ て に は 行かない 

—に はいかない 箬— はず 甚だ— はなはだ 密かに 



丄 ひそかに 酷く 丄 ひどく 程丄 ほど 程なく 丄 ほど 

なく 正しく ふま さしく 益 々ふます ます 又. 亦丄 

また 全く ふまった く 寧ろ ふむ しろ 若し 丄 もし 

若しくは 丄 もしくは 余程 丄 よほど」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (訓練 者 一 

同) 

校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 
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